
▼
今
年
の
夏
の
話
題
は
、
何
と

い
っ
て
も
「
暑
い
」
に
尽
き
る
。

と
書
い
て
は
い
る
が
、
現
に
今

も
暑
い
。
夏
は
暑
い
も
の
と
相

場
が
決
ま
っ
て
い
て
も
、
今
年

の
暑
さ
は
空
前
絶
後
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
梅
雨
明
け
以
来
、
熱

帯
夜
、
猛
暑
日
が
何
日
続
い
た

と
報
じ
ら
れ
、
す
べ
て
が
記
録

破
り
だ
。
▼
暑
さ
の
中
で
の
高

校
球
児
の
活
躍
は
、
汗
も
ま
た

良
い
も
の
だ
と
見
て
い
た
が
、

今
年
ば
か
り
は
流
石
に
気
の
毒

に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
初
の
優

勝
を
果
た
し
、
深
紅
の
優
勝
旗

が
や
っ
て
き
た
沖
縄
県
は
、
更

に
熱
さ
を
増
し
た
こ
と
だ
ろ

う
。
▼
最
近
で
は
、
サ
ッ
カ
ー

も
熱
く
な
る
要
素
で
あ
る
。
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
年
で
あ
っ

た
今
年
は
、
天
候
の
暑
さ
の
ま

え
に
、
サ
ッ
カ
ー
熱
で
、
日
本

中
が
熱
く
な
っ
た
。
編
集
子
は
、

あ
の
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
、
一

つ
の
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
走

り
ま
わ
る
姿
を
見
て
、
一
体
何

が
面
白
い
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
が
、
今
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
お
か
げ
で
、
サ
ッ
カ
ー

に
対
す
る
見
方
が
少
し
は
変
わ

っ
た
よ
う
に
思
う
。
▼
考
え
て

み
れ
ば
安
上
が
り
と
言
っ
て
は

変
だ
が
、
ボ
ー
ル
一
つ
で
楽
し

め
る
、
経
済
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
。
な
る
ほ
ど
発
展
途
上
国

で
は
、
子
供
た
ち
が
サ
ッ
カ
ー

に
興
じ
て
い
る
と
い
う
報
道
も

頷
け
る
。
日
本
で
の
サ
ッ
カ
ー

の
浸
透
は
、
そ
ん
な
に
歴
史
が

古
い
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
世

界
の
舞
台
に
た
て
る
ま
で
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
の
も
、
サ
ッ

カ
ー
が
そ
れ
だ
け
熱
中
で
き

る
、
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
か
ら
だ
ろ
う
。
▼
何
に
せ
よ
、

世
界
が
一
つ
に
な
っ
て
、
国
境

を
越
え
て
人
々
が
は
し
ゃ
い
で

い
る
姿
は
、
平
和
の
象
徴
と
し

て
良
い
も
の
で
あ
る
。
（
え
ふ
）
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題字：鳩山威一郎

軽
井
沢
友
愛
山
荘
の
出
発
は

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
年
）

農
家
を
一
軒
研
修
施
設
と
し
て

借
り
受
け
、
会
員
や
一
般
の
青

年
た
ち
に
利
用
を
呼
び
か
け
た

こ
と
に
始
ま
る
。
翌
年
に
は

「
浅
間
隠
し
」
と
言
わ
れ
る
地

に
移
転
、
収
容
人
数
も
増
え
、

ガ
ス
、
水
道
、
電
気
が
完
備
さ

れ
た
。

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
九

年
）
現
在
の
地
に
新
た
な
建
物

を
建
設
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の

国
際
基
準
に
合
っ
た
、
我
が
国

随
一
の
本
格
的
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
各
地
に
友
愛
山
荘
が

建
設
さ
れ
た
が
、
時
代
の
変
遷

と
と
も
に
そ
の
役
割
を
終
え
、

順
次
閉
鎖
あ
る
い
は
地
域
に
譲

り
渡
す
な
ど
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
の
草
分
け
と
し
て
の
活
動
を

閉
じ
て
行
っ
た
。

軽
井
沢
友
愛
山
荘
は
、
日
本

友
愛
青
年
協
会
（
元
　
友
愛
青

年
同
志
会
）
の
創
始
者
で
あ
る

鳩
山
一
郎
先
生
が
こ
よ
な
く
愛

さ
れ
た
地
「
軽
井
沢
」
に
あ
り
、

ま
た
現
在
の
場
所
は
鳩
山
一
郎

先
生
が
公
職
追
放
を
受
け
た
時

期
、
晴
耕
雨
読
の
生
活
を
さ
れ

て
い
た
所
縁
の
場
所
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
当
協
会
の
事
業
の

柱
、
活
動
の
原
点
と
も
な
る
べ

き
場
所
と
し
て
継
続
さ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

友
愛
婦
人
会
な
ど
関
係
団
体

を
始
め
、
大
学
ゼ
ミ
の
研
修
、

音
楽
の
研
修
と
多
く
の
方
に
利

用
さ
れ
、
好
評
を
博
し
て
い
る

友
愛
山
荘
で
あ
る
。

友
愛
山
荘
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト

八
月
二
十
八
日
（
土
）
当
協

会
島
崎
照
代
評
議
員
の
主
宰
す

る
島
崎
門
下
会
と
練
馬
区
の
文

化
団
体
の
一
つ
で
あ
る
「
ド
イ

ツ
歌
の
会
」
が
協
力
し
「
友
愛

山
荘
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
た
。

当
日
は
、
両
会
の
会
員
の
他
、

友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル

の
関
係
者
、
一
般
の
方
な
ど
多

く
の
参
加
者
を
得
て
、
会
場
と

な
っ
た
友
愛
山
荘
食
堂
は
人
で

溢
れ
て
い
た
。

昨
年
の
国
際
オ
ー
ボ
エ
コ
ン

ク
ー
ル
を
機
に
、
コ
ン
サ
ー
ト

調
律
師
宮
沢
基
一
さ
ん
の
手
で

調
律
さ
れ
、
見
事
な
音
色
を
奏

で
る
よ
う
に
な
っ
た
食
堂
の
ピ

ア
ノ
は
大
活
躍
で
あ
る
。
島
崎

先
生
の
指
揮
の
も
と
、
声
を
合

わ
せ
て
の
合
唱
、
ソ
ロ
で
の

堂
々
た
る
歌
唱
と
ミ
ニ
と
は
言

え
な
い
内
容
の
コ
ン
サ
ー
ト
と

な
っ
た
。
平
成
十
四
年
第
十
三

回
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー

ル
（
二
〇
〇
二
年
）
第
一
位
入

賞
者
の
伊
藤
裕
美
（
旧
姓
遠
山
）

さ
ん
も
参
加
、
見
事
な
歌
唱
を

披
露
し
た
。

年
齢
も
ま
ち
ま
ち
、
性
別
も

違
う
ド
イ
ツ
歌
曲
愛
好
家
と
音

楽
大
学
卒
業
生
が
集
い
、
音
楽

を
中
心
に
心
を
一
つ
に
し
て
軽

井
沢
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
と
い
う
、
友
愛
な
ら
で
は
の

活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

オ
フ
ィ
ス
Ｎ
恒
例
夏
季
研
修
会

八
月
二
十
二
日
（
日
）
か
ら

八
月
二
十
五
日
（
水
）
ま
で
の

四
日
間
、
オ
フ
ィ
ス
Ｎ
の
夏
季

研
修
会
が
、
友
愛
山
荘
で
行
わ

れ
た
。
演
奏
活
動
、
演
奏
家
育

成
活
動
を
行
っ
て
い
る
オ
フ
ィ

ス
Ｎ
（
河
村
典
子
主
宰
）
は
、

毎
年
友
愛
山
荘
で
の
研
修
会
を

恒
例
と
し
て
い
る
。

今
回
も
日
本
全
国
、
あ
る
い

は
海
外
か
ら
も
、
多
く
の
研
修

生
が
友
愛
山
荘
に
集
結
し
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
、
あ
る
い
は
更
に
磨
き
を
か

け
る
と
い
う
音
楽
三
昧
の
日
々

を
過
ご
し
た
。

フ
ル
ー
ト
、
チ
ェ
ロ
、
バ
イ

オ
リ
ン
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
、
各

人
各
様
の
楽
器
を
手
に
演
奏
家

が
集
う
。
主
宰
の
河
村
典
子
先

生
を
始
め
、
白
土
文
雄
先
生
、

小
野
崎
純
先
生
な
ど
、
錚
々
た

る
先
生
方
か
ら
直
接
指
導
が
受

け
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
皆
緊
張

し
な
が
ら
も
強
い
意
気
込
み
で

臨
ん
で
い
る
。

研
修
中
の
一
日
は
、
近
く
の

軽
井
沢
教
会
で
、
地
元
の
方
々

に
も
研
修
の
成
果
披
露
す
る
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
軽
井
沢

の
地
に
す
っ
か
り
根
付
い
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

＊
今
回
、
白
土
文
雄
先
生
、
小

野
崎
純
先
生
よ
り
友
愛
山
荘
へ

の
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
併
せ
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

白
土
文
雄

友
愛
山
荘
の
魅
力
は
、
何
と

い
っ
て
も
食
事
の
旨
さ
と
清
潔

感
だ
。

食
事
が
旨
い
と
い
っ
て
も
、

決
し
て
洒
落
た
贅
を
尽
く
し
た

も
の
で
は
な
い
、
作
り
手
の
心

が
こ
も
っ
て
い
る
美
味
し
さ

だ
。
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
、
思
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
一
つ
一
つ
が

手
作
り
で
、
人
の
思
い
が
あ
る
。

そ
し
て
完
璧
な
清
潔
感
。
チ

リ
一
つ
な
い
と
い
う
言
葉
が
あ

る
が
、
ま
さ
に
そ
れ
を
実
践
し

て
い
る
。
し
か
し
無
機
質
な
そ

れ
で
は
な
く
、
温
か
み
の
伝
わ

る
清
潔
感
で
あ
る
。
そ
れ
が
証

拠
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
空
間
に

何
気
な
く
活
け
ら
れ
て
い
る
小

さ
な
花
は
、
気
が
つ
け
ば
庭
に

咲
い
て
い
る
草
花
で
あ
る
。

清
潔
な
環
境
で
美
味
し
い
食

べ
物
に
あ
り
つ
け
る
日
々
、
こ

れ
を
ゆ
っ
た
り
と
呼
ば
ず
に
、

な
に
を
ゆ
っ
た
り
と
言
う
の
だ

ろ
う
。

心
の
ゆ
っ
た
り
も
「
友
愛
」

の
一
つ
の
要
素
な
の
だ
ろ
う
。

音
楽
の
研
修
で
使
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
立
場
か
ら
、
一

つ
欲
張
り
な
事
を
言
え
ば
、
ピ

ア
ノ
が
も
う
一
台
欲
し
い
と
こ

ろ
だ
が
。

小
野
崎
純

友
愛
山
荘
は
見
事
な
緑
に
囲

ま
れ
て
い
ま
す
。
手
入
れ
の
行

き
届
い
た
芝
生
、
そ
の
周
り
に

は
木
々
が
木
陰
を
作
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
様
な
環
境
は
、
近
頃

少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
毎
年
軽
井
沢
で
ひ
と
夏
を

軽
井
沢
友
愛
山
荘
は
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
年
）
の
開
設
以
来
、
場
所
を
変
え
、
形
態
も
研
修
所
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
な
ど
の
変
遷
を

経
て
平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）
改
築
の
竣
工
を
機
に
再
出
発
し
た
。
以
後
増
築
も
完
了
し
現
在
の
建
物
が
出
来
上
が
り
、
毎
年
多
く
の
利
用

者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
昨
年
は
軽
井
沢
で
開
催
さ
れ
る
「
国
際
オ
ー
ボ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
関
係
者
が
訪
れ
、
国
際
色
豊
か
な
交
流
の
場
と

な
っ
た
。
ま
た
今
年
は
、
政
府
の
日
本
人
拉
致
問
題
解
決
の
活
動
に
寄
与
し
た
こ
と
で
、
国
務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
を
受
け
る
な
ど
、
研
修
宿

泊
施
設
と
し
て
着
実
な
活
動
の
軌
跡
を
残
し
て
い
る
。
利
用
者
の
声
を
交
え
て
友
愛
山
荘
の
活
躍
を
こ
こ
に
ご
紹
介
し
た
い
。

声
を
合
わ
せ
、
心
を
合
わ
せ
、
ド
イ
ツ

歌
曲
で
の
繋
が
り
は
広
が
っ
て
い
る
。

友
愛
リ
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
で
一
位
の
伊

藤
裕
美
さ
ん
と
島
崎
先
生
（
写
真
下
）

一心に練習に励む研修生の皆さん
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過
ご
す
私
で
さ
え
そ
う
思
い
ま

す
。
正
面
に
は
大
き
な
紅
葉
が

枝
を
広
げ
、
夏
は
木
陰
を
、
秋

に
は
見
事
な
彩
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。
こ
の
様
に
沢
山
の
緑
に

囲
ま
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

鳩
山
一
郎
・
薫
ご
夫
妻
の
銅
像

も
さ
ぞ
か
し
ご
満
足
な
こ
と
で

し
ょ
う
。

軽
井
沢
で
の
夏
を
終
え
、
東

京
に
戻
る
と
緑
が
創
り
だ
し
て

い
た
「
心
地
よ
い
空
気
」
を
再

確
認
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

滞
在
中
は
目
に
優
し
い
緑
を
楽

し
ん
で
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

木
々
が
空
気
も
創
り
出
し
て
い

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
軽
井

沢
で
も
乱
開
発
の
為
、
年
々
、

緑
、
樹
木
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
そ
ん
な
中

で
、
友
愛
山
荘
の
緑
の
空
間
は

心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

先
日
伺
っ
た
話
で
は
、
日
本

友
愛
青
年
協
会
は
中
国
で
の
植

林
活
動
も
行
っ
て
い
る
と
か
、

緑
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
の
こ

と
で
し
ょ
う
。

友
愛
山
荘
に
緑
が
い
つ
ま
で

も
活
き
活
き
と
し
て
私
達
を
癒

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

政
府
よ
り
感
謝
状
受
け
る

七
月
二
十
日
（
火
）
よ
り
二

十
三
日
（
金
）
ま
で
、
軽
井
沢

町
に
お
い
て
政
府
の
日
本
人
拉

致
問
題
解
決
の
た
め
の
会
議
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
際
、
拉
致

被
害
者
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
ご

両
親
、
横
田
滋
さ
ん
、
早
紀
江

さ
ん
ご
夫
妻
及
び
拉
致
被
害
者

田
口
八
重
子
さ
ん
の
お
兄
さ
ん

飯
塚
繁
雄
さ
ん
、
息
子
さ
ん
の

飯
塚
耕
一
郎
さ
ん
を
は
じ
め
、

関
係
者
が
友
愛
山
荘
に
宿
泊
し

た
。関

係
者
滞
在
中
の
、
友
愛
山

荘
ス
タ
ッ
フ
の
心
を
こ
め
た
対

応
が
認
め
ら
れ
、
中
井
洽
国
務

大
臣
（
拉
致
担
当
相
）
よ
り
感

謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
感
謝
状
の

文
面
に
は
、「
従
業
員
の
皆
様

か
ら
終
始
献
身
的
な
ご
協
力
を

い
た
だ
く
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

山
荘
ス
タ
ッ
フ
の
日
ご
ろ
の
対

応
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

ま
た
、
横
田
ご
夫
妻
か
ら
は
、

「
私
ど
も
も
再
度
お
た
ず
ね
し

た
い
」
と
の
嬉
し
い
言
葉
を
い

た
だ
き
、
機
関
紙
『
友
愛
』
へ

の
掲
載
も
サ
イ
ン
を
添
え
て
快

諾
を
い
た
だ
い
た
。

友
愛
婦
人
会
　
恒
例
夏
の
研
修

会
開
催

毎
年
友
愛
山
荘
で
夏
の
研
修

会
を
開
催
し
て
い
る
友
愛
婦
人

会
は
、
今
夏
も
八
月
二
十
五
日

（
水
）
よ
り
、
八
月
二
十
七
日

（
金
）
ま
で
、
友
愛
山
荘
貸
切

で
の
研
修
会
を
開
催
し
た
。

種
田
英
子
副
会
長
、
倉
林
蔦

枝
副
会
長
、
諏
訪
あ
さ
副
会
長

を
は
じ
め
、
各
地
区
よ
り
多
く

の
参
加
者
を
得
て
研
修
会
は
成

功
裡
に
終
わ
っ
た
。

貸
切
バ
ス
で
東
京
を
出
発
し

た
一
行
は
、
昼
過

ぎ
に
は
友
愛
山
荘

に
到
着
、
有
名
な

常
磐
館
へ
、
道
中

の
疲
れ
を
落
と
し

に
向
か
う
。
今
夏

の
暑
さ
は
軽
井
沢

も
例
外
で
は
な

い
。汗
を
落
と
し
、

す
っ
き
り
し
た
一

同
食
堂
に
集
合
。

大
川
米
子
幹
事
長

が
、
一
郎
先
生
・

薫
先
生
の
思
い
か

ら
始
ま
っ
た
友
愛

山
荘
の
意
義
と
婦

人
会
の
友
愛
活
動

に
つ
い
て
挨
拶
し

た
後
、
懇
親
食
事

会
が
始
ま
っ
た
。

今
後
の
方
針
、

婦
人
会
活
動
の
評
価
な
ど
、

様
々
な
意
見
が
話
題
と
な
っ
て

賑
や
か
な
食
事
会
で
あ
る
。
美

味
し
い
料
理
に
も
舌
鼓
、
こ
れ

か
ら
も
各
人
が
、
友
愛
山
荘
の

益
々
の
利
用
を
呼
び
か
け
ま
し

ょ
う
と
、
大
い
に
盛
り
上
が
る
。

秋
に
は
ま
た
懇
親
旅
行
会
を

計
画
し
て
い
る
友
愛
婦
人
会

は
、
今
夏
の
研
修
会
で
一
層
の

絆
を
深
め
た
よ
う
で
あ
る
。

ネ
パ
ー
ル
よ
り
研
修
生

八
月
十
二
日
（
木
）
友
愛
山

荘
に
、
ネ
パ
ー
ル
よ
り
の
研
修

生
ヘ
マ
ン
タ
・
シ
ル
ワ
ル
さ
ん

が
到
着
し
た
。

ヘ
マ
ン
タ
さ
ん
は
カ
ト
マ
ン

ズ
市
テ
ィ
ン
タ
ナ
村
の
出
身
。

日
本
友
愛
青
年
協
会
が
研
修
生

と
し
て
招
聘
し
た
青
年
で
、
九

月
末
日
ま
で
友
愛
山
荘
に
滞
在

す
る
。

軽
井
沢
友
愛
山
荘
は
、
好
評

稼
動
中
で
す
。
ま
た
、
ご
利
用

い
た
だ
い
た
大
勢
の
方
々
か

ら
、
お
褒
め
の
言
葉
を
沢
山
い

た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
は
ス
タ

ッ
フ
に
と
っ
て
も
何
よ
の
励
み

に
な
り
ま
す
。

現
在
十
月
以
降
、
ま
だ
ま
だ

空
室
は
ご
ざ
い
ま
す
。
秋
の
軽

井
沢
は
見
事
な
紅
葉
と
、
澄
ん

だ
空
気
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
、
夏
と
は
違
っ
た
魅
力
に
溢

れ
て
い
ま
す
。
是
非
秋
の
軽
井

沢
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

友
愛
山
荘
に
は
、『
友
愛
理

解
の
た
め
に
』
を
は
じ
め
、
友

愛
を
理
解
す
る
た
め
の
書
籍
な

ど
を
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
の
際
は
、
お
電
話
に

て
空
室
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
そ
の
他
お
問
い
合
せ
は
、

お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
。

利用料金表（団体料金はお申し込み時の人数） 滞
在
中
は
、
大
学
で
学
ん
だ

だ
け
と
は
思
え
な
い
、
流
暢
な

日
本
語
を
駆
使
し
、
山
荘
を
訪

れ
た
方
々
と
の
交
流
を
体
験
す

る
。（
詳
細
記
事
は
次
号
掲
載
）

横
田
滋
さ
ん
・
早
紀
江
さ
ん
ご
夫
妻

（
写
真
前
列
）
を
囲
ん
で
、
山
荘
ス
ッ

タ
ッ
フ
と
記
念
撮
影
　

語らいながらの楽しい食事。「仲間」の良さを再確認

ご
案
内

前
号
で
の
ご
案
内
の
通
り
、

本
年
度
も
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲

（
リ
ー
ト
）
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
現
在
参
加
者

の
応
募
受
付
を
前
に
、
会
場
の

手
配
な
ど
、
順
調
に
準
備
は
進

ん
で
お
り
ま
す
。

二
十
一
回
を
迎
え
、
年
々
評

価
の
高
ま
っ
て
い
る
コ
ン
ク
ー

ル
で
す
。
皆
様
是
非
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

本
選
会
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
な
ど
で
も
お
求
め
い
た
だ
け

ま
す
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

―
第
一
次
予
選
（
無
料
）
―

十
月
二
十
五
日
（
月
）

文
京
シ
ビ
ッ
ク
小
ホ
ー
ル

午
前
一
〇
時
三
〇
分
〜
二
〇
時

―
第
二
次
予
選
（
無
料
）
―

十
一
月
五
日
（
金
）

旧
東
京
音
楽
大
学
奏
楽
堂

十
五
時
〜
二
〇
時

―
本
選
会
―

十
二
月
一
〇
日
（
金
）（
有
料
）

旧
東
京
音
楽
大
学
奏
楽
堂

十
六
時
四
〇
分
〜

チ
ケ
ッ
ト
　
二
千
円
（
一
般
）

千
円
（
学
生
）

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
全
席
自
由
席

＊
半
券
は
、
聴
衆
者
賞
の
投
票

用
紙
と
引
き
替
券
と
な
り
ま
す

八
月
二
十
九
日
（
日
）
午
前

十
時
よ
り
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ビ

ル
泉
の
広
場
に
お
い
て
、
第
八

回
け
ん
玉
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
た
。
四
千
を
超
え
る
応
募
か

ら
選
ば
れ
た
作
品
一
九
六
点
が

展
示
さ
れ
、
全
国
か
ら
の
入
賞

者
が
集
ま
り
、
会
場
は
華
や
か

な
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

日
本
友
愛
青
年
協
会
賞
を
受

賞
し
た
の
は
、
相
田
訓
仁
子
さ

ん
、
万
国
旗
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
色
鮮
や
か
な
作
品
で
あ
る
。

そ
の
他
団
体
賞
を
含
め
、
受

賞
者
に
は
福
田
八
州
雄
評
議
員

か
ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
五
回
の
日
本
友
愛

青
年
協
会
賞
受
賞
者
鈴
木
健
心

君
は
、
小
学
生
の
部
で
再
度
の

入
賞
を
果
た
し
、
そ
の
成
長
ぶ

り
が
う
か
が
え
た
。
コ
ン
テ
ス

ト
は
来
年
も
開
催
さ
れ
る
。
詳

細
は
日
本
け
ん
玉
協
会
ま
で
。

小
学
生
高
学
年
の
部
一
位
、
鈴
木
健
心

君
（
左
）
と
福
田
評
議
員
（
右
）
後
ろ

に
は
見
事
な
入
賞
作
品
が
並
ぶ

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
の
坂
辻
綾
香
さ

ん
。
大
き
な
け
ん
玉
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

抱
え
て
、
は
に
か
ん
で
い
る

日
本
友
愛
青
年
協
会
賞
受
賞
作
品

（
財
）
日
本
友
愛
青
年
協
会
賞
の
賞
状

日
本
友
愛
青
年
協
会
監
事
を
務
め
て
い

る
奥
住
壽
八
段
が
総
合
司
会
。
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
の
発
案
者
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七
月
三
十
一
日
（
土
）
鳩
山

会
館
に
お
い
て
、
鳩
山
友
愛
塾

一
期
生
・
二
期
生
（
と
も
に
修

了
生
）
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
た
。

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た

同
期
生
同
士
、
あ
る
い
は
初
め

て
会
う
先
輩
後
輩
、
塾
の
会

（
修
了
生
が
運
営
す
る
会
）
で
、

す
っ
か
り
顔
な
じ
み
と
な
っ
た

者
同
士
な
ど
、
状
況
は
様
々
で

は
あ
る
が
、
す
べ
て
の
修
了
生

を
「
友
愛
」
の
言
葉
が
つ
な
ぎ
、

た
ち
ま
ち
和
気
藹
々
と
し
た
空

間
が
で
き
あ
が
っ
た
。

ま
た
こ
の
交
歓
会
に
は
、
鳩

山
由
紀
夫
塾
長
代
行
（
前
総
理

大
臣
）
が
出
席
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

今
夏
の
激
し
い
暑
さ
の
続
い

て
い
る
七
月
三
十
一
日
、
夕
暮

れ
に
な
れ
ば
と
の
配
慮
か
ら
交

歓
会
は
午
後
五
時
よ
り
開
催
さ

れ
た
。
緑
に
囲
ま
れ
た
鳩
山
会

館
も
、
今
夏
の
激
し
い
暑
さ
に
、

涼
し
い
と
ま
で
は
気
温
が
下
が

ら
な
い
。
参
加
者
は
汗
を
拭
き

な
が
ら
、
音
羽
の
坂
道
を
上
っ

て
き
た
。

仕
事
の
都
合
な
ど
で
参
加
で

き
な
か
っ
た
修
了
生
も
あ
っ
た

が
、
総
勢
四
十
一
名
が
参
加
、

に
ぎ
や
か
な
集
い
と
な
っ
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
、
井
上
和

子
塾
長
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

井
上
和
子
塾
長
挨
拶

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
そ
し

て
お
か
え
り
な
さ
い
！
　
皆
さ

ん
に
お
会
い
で
き
る
の
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

今
、
こ
う
し
て
お
元
気
な
お
顔

に
お
会
い
で
き
て
、
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。
今
日
は
、
授
業
で

は
な
く
、
堅
苦
し
い
こ
と
は
抜

き
に
、
大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
塾
長
は
挨
拶
の
な
か

で
、
近
況
報
告
と
し
て
自
ら
が

制
作
協
力
し
た
映
画
『
ス
ー

プ
・
オ
ペ
ラ
』
が
で
き
あ
が
っ

た
事
に
ふ
れ
、「
人
と
人
の
出

会
い
、
結
び
つ
き
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
友
愛
の
心
と
通
じ
る

も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
、

制
作
協
力
の
思
い
を
語
っ
た
。

（
四
面
に
詳
し
い
映
画
紹
介
記

事
を
掲
載
）

続
い
て
、
公
務
多
忙
の
な
か
、

時
間
を
や
り
く
り
し
て
ご
出
席

の
鳩
山
由
紀
夫
塾
長
代
行
が
挨

拶
に
立
っ
た
。

前
総
理
大
臣
の
登
場
と
あ
っ

て
、
修
了
生
は
大
喜
び
で
あ
る
。

鳩
山
由
紀
夫
塾
長
代
行
挨
拶

こ
ん
に
ち
は
。
お
久
し
ぶ
り

で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
、
総
理
大

臣
の
職
を
務
め
て
お
り
ま
し
た

が
、
ご
承
知
の
通
り
、
様
々
な

経
緯
が
あ
り
今
日
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
常
々

申
し
て
お
り
ま
す
友
愛
は
、
政

治
の
世
界
で
も
確
実
に
芽
を
出

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
世
界
の

動
き
の
中
で
も
同
様
で
す
。
ま

た
、
東
ア
ジ
ア
協
同
体
の
構
想

と
し
て
も
芽
を
だ
し
て
い
る
の

で
す
。

皆
さ
ん
が
塾
生
で
あ
っ
た
と

き
に
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
各
人
の
生

活
の
中
で
、
友
愛
を
活
か
し
た

活
動
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
が
日
本
を
前
に
進
め
る
力
と

な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
私
自
身
も
友
愛
を

大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し

て
参
り
ま
す
。

全
員
が
三
十
秒
ス
ピ
ー
チ

続
い
て
、
参
加
修
了
生
全
員

が
、
順
に
挨
拶
し
た
。
三
十
秒

ス
ピ
ー
チ
と
限
定
さ
れ
て
お

り
、
言
い
た
い
こ
と
が
い
い
尽

く
せ
な
い
修
了
生
も
二
、
三
あ

っ
た
が
、
皆
見
事
に
近
況
、
最

近
の
出
来
事
、
考
え
な
ど
様
々

な
テ
ー
マ
を
三
十
秒
に
ま
と
め

て
挨
拶
を
し
た
。

聞
い
て
い
る
塾
長
、
塾
長
代

行
、
塾
長
補
佐
、
運
営
委
員
か

ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

そ
の
後
場
所
を
階
下
に
移

し
、
懇
親
食
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。開

会
に
あ
た
っ
て
、
川
手
塾

長
補
佐
が
、
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
も
ど
ん
ど
ん
友
愛
を
押
し
進

め
ま
し
ょ
う
！
　
と
大
き
な
声

で
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。

友
愛
の
歌
合
唱

参
加
者
へ
の
大
き
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
し
て
、
井
上
和
子
塾
長
、

鳩
山
由
紀
夫
塾
長
代
行
、
川
手

正
一
郎
塾
長
補
佐
、
鶴
巻
克
雄

運
営
委
員
、
萩
原
直
三
氏
等
に

よ
っ
て
『
友
愛
の
歌
』
の
合
唱

が
披
露
さ
れ
た
。

『
友
愛
の
歌
』
は
、
鳩
山
一

郎
先
生
の
娘
婿
で
あ
り
、
日
本

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ー
ニ
ー
交
響
楽

団
を
創
設
し
、
活
躍
さ
れ
た
渡

邊
暁
雄
さ
ん
の
作
曲
し
た
も
の

で
、「
友
愛
青
年
同
志
会
」
の

頃
か
ら
歌
わ
れ
て
い
た
曲
で
あ

る
。（
楽
譜
参
照
）

『
お
ふ
く
ろ
さ
ん
』
を
熱
唱

次
ぎ
に
用
意
さ
れ
て
い
た
の

は
、
更
に
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

で
あ
る
。
鳩
山
由
紀
夫
塾
長
代

行
が
、
カ
ラ
オ
ケ
で
『
お
ふ
く

ろ
さ
ん
』
を
熱
唱
し
た
の
だ
。

歌
手
森
進
一
の
モ
ノ
マ
ネ
風

に
声
を
変
え
、
腰
を
か
が
め
て

歌
う
姿
に
、
塾
長
も
大
笑
い
、

塾
生
か
ら
は
大
き
な
大
き
な
拍

手
が
贈
ら
れ
た
。

談
笑
す
る
者
、
最
近
の
で
き

ご
と
を
話
し
合
う
者
、
和
や
か

な
集
い
は
あ
っ
と
い
う
間
に
時

井
上
和
子
塾
長

鳩
山
由
紀
夫
塾
長
代
行

参加者全員が、緊張しながらも笑顔で３０秒スピーチを

昔取った杵柄、青春の歌を声を合わせて

『おふくろさん』を熱唱。井上塾長も大笑い 笑顔で乾杯の音頭。川手塾長補佐

笑顔で再会、話は尽きない。音羽の森で培った友情 塾の会の紹介。櫻井会長（左） 楽譜を見ながら、全員で『友愛の歌』を合唱。心は一つにまた会いましょうと鶴巻運営委員

が
過
ぎ
、
閉
会
の
時
間
と
な
っ

た
。
鶴
巻
克
雄
運
営
委
員
が
、

閉
会
の
言
葉
を
述
べ
会
を
閉

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
再
会
を
約
し
て

帰
途
に
つ
い
た
。
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◆
「
吹
く
風
に
　
稲
穂
答
え
る

南
無
の
声
」
四
年
前
に
京
都
旅
行

し
た
折
り
に
、
知
恩
院
の
掲
示
板

に
書
か
れ
て
い
た
俳
句
だ
が
、
秋

ら
し
く
な
る
と
何
故
か
思
い
出

す
。
如
何
に
も
京
都
ら
し
く
、
誰

の
作
品
か
は
知
ら
な
い
が
、
私
の

な
ん
と
な
く
好
き
な
句
の
一
つ
と

な
っ
た
。
猛
暑
か
ら
一
転
し
て
秋

の
気
配
。
ど
ん
な
秋
に
な
る
の
か
。

政
治
も
経
済
も
南
無
の
心
境
で
は

な
い
が
、
秋
と
と
も
に
落
ち
つ
き

を
取
り
戻
し
、
新
し
い
方
向
が
見

い
だ
せ
な
い
か
と
只
管
願
う
の

み
。「
わ
が
頭
上
　
も
っ
と
も
青

し
　
秋
の
空
」
作
者
不
明
だ
が
日

本
晴
れ
に
期
待
す
る
。

（
Ｋ
）

◆
先
日
、富
士
山
登
頂
を
達
成
し
た
。

小
学
生
の
頃
に
一
度
父
と
登
頂
に
挑

ん
だ
が
残
念
な
が
ら
九
合
目
を
目
前

に
断
念
し
た
。
い
つ
か
は
登
頂
し
て

や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
い
つ
の

間
に
か
三
十
年
も
経
っ
て
し
ま
っ

た
。
今
回
、
登
頂
を
果
た
し
て
心
の

片
隅
に
小
さ
く
残
っ
て
い
た
荷
物
を

整
理
で
き
た
よ
う
で
清
々
し
い
気
持

ち
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
目
標
達
成

の
成
否
な
ど
お
構
い
な
し
に
次
々
と

新
た
な
目
標
を
立
て
て
猪
突
猛
進
し

て
き
た
が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、や

り
残
し
た
こ
と
を
今
一
度
掘
り
起
こ

し
整
理
整
頓
す
る
こ
と
も
重
要
な
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

(

G
O)

◆
毎
日
利
用
す
る
通
勤
の
乗
り
換

え
駅
。
日
曜
の
朝
に
通
る
と
、
時

を
告
げ
る
美
し
い
音
色
の
チ
ャ
イ

ム
が
聞
こ
え
た
。
何
時
も
見
慣
れ

て
い
る
場
所
、
景
色
も
季
節
は
も

と
よ
り
、
時
間
に
よ
っ
て
も
随
分

違
う
顔
を
見
せ
る
も
の
だ
。
小
さ

な
変
化
に
も
心
動
か
さ
れ
る
、
そ

ん
な
感
性
を
も
っ
て
い
た
い
も
の

だ
が
、
近
頃
の
忙
し
さ
に
か
ま
け

て
い
た
。
そ
の
忙
し
さ
も
実
り
の

時
が
近
い
。
新
し
い
「
日
本
友
愛

協
会
」
に
な
っ
た
ら
、
ど
ん
な
顔

を
見
せ
、
ど
ん
な
活
躍
を
す
る
の

か
楽
し
み
だ
。

（
も
）

時
事
川
柳
　

服
部
迪
夫
　
作

―
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房

女
房
は
キ
ラ
リ
と
光
る
ピ
ア
ニ

ス
ト―

白
鵬
詣
で

連
勝
の
団
子
を
食
べ
に
行
く
フ

ァ
ン―

秋
刀
魚
不
漁

築
地
か
ら
秋
の
気
配
が
か
く
れ

ん
ぼ―

郵
便
不
正

郵
便
の
切
手
を
な
め
る
フ
ロ
ッ

ピ
ー―

あ
の
世
で
も

黄
泉
の
国
啓
と
桂
樹
が
立
て
看

板

「
ス
ー
プ
」
と
い
う
言
葉
か

ら
、
人
は
何
を
連
想
す
る
で
し

ょ
う
か
。
ク
リ
ー
ミ
ー
な
コ
ー

ン
ス
ー
プ
、
黄
金
色
に
澄
ん
だ

コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
と
、
具
体
的

に
ス
ー
プ
を
思
い
浮
か
べ
る
方

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
寒
い
日
の

温
か
い
ス
ー
プ
、
暑
い
夏
の
日

の
冷
た
い
ス
ー
プ
も
捨
て
が
た

い
と
、
思
い
を
巡
ら
せ
る
方
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
発
想
し
た
言

葉
か
ら
更
に
連
想
が
進
み
、
思

い
出
や
味
の
記
憶
が
絡
み
一
つ

の
物
語
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
一
人

ひ
と
り
発
想
し
た
ス
ー
プ
が
オ

ペ
ラ
（
ド
ラ
マ
）
に
な
っ
て
い

る
の
が
、
映
画
『
ス
ー
プ
・
オ

ペ
ラ
』
で
す
。
日
常
の
中
で
起

き
る
小
さ
な
出
来
事
、
で
も
忘

れ
得
な
い
人
生
の
糧
、
な
ぜ
な

ら
人
と
人
が
結
び
つ
い
て
い
る

か
ら
、
一
人
一
人
の
人
生
は
オ

ペ
ラ
（
ド
ラ
マ
）
で
す
。

映
画
の
中
に
も
様
々
な
ス
ー

プ
が
登
場
し
ま
す
。
要
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
主
人
公
ル
イ

（
坂
井
真
紀
）
の
叔
母
ト
バ
ち

ゃ
ん
（
加
賀
ま
り
こ
）
が
丹
精

込
め
て
作
る
「
鶏
ガ
ラ
の
ス
ー

プ
」
で
す
。
肉
屋
か
ら
只
同
然

で
譲
っ
て
も
ら
っ
た
鶏
ガ
ラ

を
、
ト
バ
ち
ゃ
ん
は
丁
寧
に
ア

ク
を
取
り
、
美
し
く
澄
ん
だ
ス

ー
プ
に
仕
立
て
ま
す
。「
こ
れ

さ
え
あ
れ
ば
生
き
て
い
か
れ
る

の
よ
」
ト
バ
ち
ゃ
ん
の
言
葉
に
、

ス
ー
プ
の
役
ど
こ
ろ
が
象
徴
さ

れ
て
い
ま
す
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
ル
イ
は
ト
バ

ち
ゃ
ん
の
作
る
ス
ー
プ
を
食

べ
、
慈
し
み
育
て
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ル
イ
が
ト
バ
ち
ゃ
ん
と

暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
経
緯

は
、
物
語
が
進
む
う
ち
に
解
き

明
か
さ
れ
ま
す
。
映
画
は
、
ト

バ
ち
ゃ
ん
の
突
然
の
結
婚
宣
言

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
い
き
な
り

独
り
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
三
十
五
歳
独
身
、
大
学
図
書

館
勤
務
の
ル
イ
は
ど
う
な
る
の

か
、
と
心
配
す
る
間
も
な
く
放

浪
の
画
家
ト
ニ
ー
さ
ん
（
藤

竜
也
）、
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い

青
年
康
介
（
西
島
隆
弘
）
が
登

場
し
、
三
人
で
の
同
居
生
活
が

始
ま
り
ま
す
。
こ
の
テ
ン
ポ
の

良
さ
は
日
本
映
画
に
は
珍
し
い

運
び
で
す
。
縁
も
ゆ
か
り
も
な

い
三
人
が
、
い
き
な
り
同
居
を

始
め
る
と
い
う
の
は
、
一
見
荒

唐
無
稽
な
話
の
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、
三
人
の
や
り
取
り
、
台

詞
が
自
然
で
、
見
て
い
る
側
か

ら
し
て
も
、
そ
ん
な
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
と
納
得
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
こ
の
あ
た
り
に
脚
本

家
が
、
原
作
の
底
流
に
あ
る
心

情
を
い
か
に
大
切
に
創
っ
て
い

る
か
、
と
い
う
思
い
を
強
く
感

じ
ま
す
。
原
作
者
阿
川
佐
和
子

さ
ん
も
、「
こ
こ
ま
で
雰
囲
気

を
再
現
し
て
い
た
だ
け
る
と

は
、
嬉
し
い
限
り
で
す
」
と
評

し
て
い
る
程
で
す
。

今
は
動
か
な
い
メ
リ
ー
ゴ
ー

ラ
ン
ド
、
昭
和
の
初
期
に
建
て

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
、
ち
ょ
っ
と

洋
風
を
取
り
入
れ
た
日
本
家

屋
、
庭
に
は
植
木
と
草
花
が
溢

れ
て
い
ま
す
。
日
本
中
を
捜
し

て
白
羽
の
矢
を
立
て
た
と
い
う

だ
け
あ
っ
て
、
画
面
の
構
成
で

重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
れ
ら

の
舞
台
に
は
、
監
督
の
緻
密
な

こ
だ
わ
り
が
見
事
に
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

三
人
が
お
互
い
を
思
い
や

り
、
助
け
合
い
、
理
解
し
合
っ

て
生
き
て
い
く
、
小
さ
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
。
そ
れ
を
取
り
巻
く

環
境
、
商
店
街
、
古
き
佇
ま
い

の
日
本
家
屋
、
す
べ
て
が
メ
リ

ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
、
巡

り
巡
っ
て
『
ス
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
』

は
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。

「
友
愛
」
と
源
流
を
一
つ
に
す

る
流
れ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

ス
ー
プ
を
一
口
、
口
に
し
た

時
の
誰
で
も
が
ち
ょ
っ
と
微
笑

ん
で
し
ま
う
、
ほ
っ
と
す
る
気

持
ち
、
そ
ん
な
思
い
に
満
た
さ

れ
る
映
画
で
す
。
お
近
く
の
劇

場
で
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
作
品
で
す
。

十
月
二
日
（
土
）
よ
り
全
国

の
劇
場
に
て
公
開

監
督：

瀧
本
智
行

原
作：

阿
川
佐
和
子

脚
本：

青
木
研
次

出
演：

坂
井
真
紀
（
ル
イ
）・

西
島
隆
弘
（
康
介
）
・
加
賀
ま

り
こ
（
ト
バ
ち
ゃ
ん
）
・
藤

竜
也
（
ト
ニ
ー
さ
ん
）
・
萩
原

聖
人
・
平
泉
　
成
・
鈴
木
砂

羽
・
入
江
若
葉
・
品
川
　
徹

他
公
開
劇
場
な
ど
、
詳
し
い
情

報
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

案
内
し
て
お
り
ま
す
。

機関紙『友愛』原稿募集
機関紙『友愛』に皆様のご投稿をお待ちいたしております。内容は、ボ
ランティア活動の報告、地域の名物の紹介、季節のお便り等々、何でも
結構です。ご自慢の写真も大歓迎です。皆様の『友愛』に奮ってご投稿
ください。詳しくは事務局までお問い合せください。
締切り：特に設けません。いつでもご投稿ください。掲載ご希望の月

がある場合は、２ヶ月前に原稿が届くようお願い致します。
要　領：手書き原稿・データ原稿・メールでの投稿何でも対応可能です。
写　真：紙焼き（カラー・白黒）・デジカメデータどちらでも。

映画『スープ・オペラ』完成！
１０月２日（土）より全国各劇場にて公開

映画『スープ・オペラ』公式ホームページ
http://www.soup-opera.jp/

前号のこの欄でご紹介した本の映画が完成しました！

当
協
会
と
姉
妹
団
体
で
あ
る

オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青
年
連
盟

（
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
）
と
は
、
国
際
交

流
活
動
を
共
に
行
っ
て
い
ま

す
。
当
協
会
か
ら
は
、
リ
ー
ト

コ
ン
ク
ー
ル
で
一
位
入
賞
者
を

派
遣
し
、
ウ
ィ
ー
ン
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
。
ま
た
Ｏ
Ｊ
Ａ

Ｂ
か
ら
は
、
二
名
の
派
遣
を
受

け
入
れ
、
日
本
の
文
化
の
学
習

他
、
友
愛
の
活
動
に
参
加
す
る

機
会
を
創
り
、
そ
の
成
果
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
十
一
月
に
Ｏ
Ｊ
Ａ

Ｂ
よ
り
二
名
の
来
日
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
際
の
ア
テ
ン
ド

（
案
内
・
解
説
・
お
世
話
等
）

要
員
を
募
集
致
し
ま
す
。

条
件
日
時
は
左
記
の
通
り
で

す
。
国
際
交
流
の
絶
好
の
機
会

で
す
。
振
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

期
間：

十
一
月
十
三
日
（
土
）

〜
十
一
月
十
九
日
（
金
）

内
容：

国
内
案
内
、
空
港
出

迎
え
、
見
送
り
等
（
昨
年
度
は

広
島
、
京
都
へ
同
行
）

日
本
友
愛
青
年
協
会
で
は
、

公
益
事
業
の
一
つ
と
し
て
毎
年

中
国
に
於
け
る
植
林
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
第
十
七
次
、
及
び

第
十
八
次
の
訪
中
団
を
結
成

し
、
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。

第
十
七
次
は
、
湖
北
省
シ
キ

県
（
三
峡
ダ
ム
上
流
）
に
て
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
第
十
八
次
は
、

福
建
省
ア
モ
イ
市
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

三
峡
ダ
ム
は
世
界
的
に
も
大

規
模
な
揚
子
江
に
か
か
る
ダ
ム

で
、
そ
の
壮
大
な
規
模
を
見
学

す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

福
建
省
ア
モ
イ
市
は
、
経
済

特
区
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、

活
動
的
で
躍
進
す
る
中
国
を
実

際
に
体
験
す
る
良
い
す
る
機
会

と
な
る
で
し
ょ
う
。

第
十
七
次
は
、
十
二
月
中
旬
、

第
十
八
次
は
、
平
成
二
十

三
年
の
二
月
上
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
十
月
中
旬
に
決

定
い
た
し
ま
す
の
で
、
是

非
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
詳
細
に
つ
い
て
、
お

よ
び
そ
の
他
ご
質
問
は
、

お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

第
十
七
次

第十八次

条
件：

ド
イ
ツ
語
ま
た
は
英

語
で
意
志
の
疎
通
が
出
来
る
方

詳
細
は
事
務
局
ま
で
ど
う
ぞ


